
 

利用学習計画 

 

平成２４年５月２日      

担 当 第６学年 上野 明仁 

 

１ ねらい 

「地底の森ミュージアム」と「縄文の森広場」の見学・体験学習を通して、社会科で学習した縄文

時代のくらしの様子や道具の工夫について理解を深める。 

 

２ 評価 

見学・体験学習に意欲的に取り組み、分かったことや思ったことをワークシートにまとめることが

できる。 

 

３ 学習活動について 

  社会科「縄文のむらから古墳のくにへ」の発展学習として扱う。 

 

４ 事前指導 

  ・関連する学習内容の確認 

  ・二つの施設の説明 

 ・当日の活動内容の説明 

 

５ 当日の指導（活動）内容 

（１）地底の森ミュージアム 

 ①体験学習 石器作りを体験する。 

     ②見学学習 「学習ノート」を活用しながら見学する。 

 

（２）縄文の森広場 

 ①体験学習 勾玉作りを体験する。 

     ②見学学習 「探検シート」を活用しながら見学する。 

 

６ 当日の交通手段 貸し切りバス 

 

７ 事後指導 

  分かったことや感想をワークシートにまとめる。 

 

 

 

仙台市立沖野小学校 



利用学習報告書 
 

                              平成２４年６月１９日 

                           担当 第６学年 上野 明仁 

 

１ 事後指導について 

（１）実施日 

    平成２４年５月１３日（月） 

 

（２）主な内容 

    社会科の授業で、体験学習や見学学習で分かったことや感想をノートに書く。 

 

２ 送付する資料（１８点 １８名分） 

（１）児童の学習後の感想 

＜地底の森ミュージアム＞ 

・石器作りの道具のシカの角にはおどろきました。さわって

みるとゴツゴツしていて、大きいのに軽かったので優れもの

だと思いました。何度か自分の指をたたいてしまいましたが、

とてもおもしろかったです。 

 

・石器作りの時、教えていただいた先生から「２万年前の時

代は何時代でしょう？」と言ったので、自信がなかったけれ

ど「旧石器時代！」と言ったら「正解！」と言われました。

少し自信が持てました。 

 

・昔のたき火の跡やシカのフンの跡などがありました。よく残っていたなあと思いました。 

 

・石器作りをしました。昔の人は石器を作って、それで動物を狩っていたそうです。シカの骨で

たたいて作りました。なかなか割れなくて難しかったです。

昔の人がこの道具を作ったのはすごいと思いました。 

 

・地下展示室には、石器などの遺跡がありました。２万年前

の地層は、今よりも５ｍも下だということを初めて知りまし

た。昆虫なども、今では北海道の寒いところでしか見られな

いそうです。 

 

・２万年前の仙台と今の仙台と様子が違うところは、気温が７～８度低いことと、夏と冬の気温

の差が大きく、雨の比較的少ない大陸性の気候だったということが、初めて分かりました。 



・今の時代の人が２万年前の時代にタイムスリップしたら、生き続けることができないと思い

ます。でも、その環境を生き続けてきた人たちはすごいと思いました。昔の技術が、今の進化

した技術の原点だろうと思いました。 

 

・２万年前は旧石器時代で、その人たちは乾燥させた肉を焼いて食べていたことがわかりました。 

 

・旧石器時代の人たちはすごく器用で、石器を作りけものをしとめるためのヤリや、しとめた

動物の肉などを切るものに役立てていたことを知りました。 

 

・約２万年前の樹木の根が現在まで残っていたなんてびっくりしました。本当に木の根がくっ

きりと残っていて、近くにはシカのふんやたき火の跡がありました。 

 

＜仙台市縄文の森広場＞ 

・私が一番楽しかったのは勾玉作りです。勾玉作りは、形

ができた勾玉に色をつけるだけかと思いました。でも、

形も作ることから始めました。みんなより丸くはならな

かったけれど、私だけの勾玉を作ることができてとても

うれしかったです。 

 

・外には昔の人が住んでいた家がありました。家の中に入

ったら全部木で作られていて、何か燃やしたにおいがしました。「何ですか？」と聞いたら、 

家がくさらないようにするため入り口のところで石を燃やしているということです。昔の人は、

工夫したんだなあと思いました 

 

・勾玉作りをしました。曲がっているから勾玉という名前がついたと言っていたので、びっく

りしました。説明してくれた人が、縄文人はおしゃれだったと聞いてびっくりしました。 

 

・竪穴式住居は思ったよりせまくて暗かったです。家の入り口の高さが低かったので、昔の人は

背が低かったのかなあと思いました。 

 

・家の周りには落とし穴や貯蔵穴があって、私は「なぜ落とし穴があるんだろう？」と不思議に

思いました。 

 

・縄文時代の人は飾り物が多く、旧石器時代との印象が違うなあと

思いました。 

 

 

 



・私が一番心に残ったことは勾玉作りです。ボランティアの方がやさしくアドバイスしてくれた

ので、前に来た時よりも上手にできました。外の広場もとてもわかりやすく説明が書いてあっ

たのですごいなあと思いました。 

 

・縄文の森広場では、学んだことがいっぱいありました。前は、歴史に興味がなかったけれど、

興味がわいてきてもっと調べたいと思いました。 

 


